
吸気負荷運動トレーニングが運動時の呼吸循環応答及び呼吸筋酸素

動態に及ぼす影響 

―ランダム化並行群間比較化試験による検討― 

小池 潤（大阪教育大学）

1. 目的 

近年、多くの研究で呼吸筋機能の改善による運動

パフォーマンス向上を目指し、呼吸筋トレーニング

(RMT)が行われているものの、RMTが運動パフォーマ

ンスに及ぼす影響については幾つかの研究で結果が

一致していない。一方で、RMT の手法の一つである

吸気負荷運動トレーニング(IMLET)では、呼吸筋力の

増加及び運動パフォーマンスの向上が報告されてい

る。しかしながら、IMLET が呼吸筋持久力及び運動

時の呼吸筋活動に及ぼす影響は明らかでない。そこ

で、本研究は IMLETによって呼吸筋持久力が向上す

るとともに、運動中における呼吸筋の酸素需要が減

少し酸素抽出が軽減されることで呼吸筋酸素動態が

改善することを仮説として、IMLET が呼吸筋持久力

に及ぼす影響を明らかにするとともに、運動時の呼

吸筋酸素動態を測定し、IMLET が運動時の呼吸筋活

動に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 

 

2. 方法 

被験者は健康な男子大学生21名をIMLET群(n=10)

と運動トレーニング(ET)群(n=11)に無作為に振り分

けた。トレーニング内容は、全ての被験者は４回/週、

４週間にわたり、60%VO2peak強度の自転車運動を行い、

IMLET 群のみ自転車運動中に 50%PImax の吸気負荷を

加えた。トレーニング期間の前後で漸増負荷自転車

運動テストを行い、最大酸素摂取量(VO2peak)を測定

した。さらに、近赤外線分光法を用いて呼吸筋酸素

動態の指標となる脱酸素化ヘモグロビン(Deoxy-Hb)

を測定した。また、呼吸筋力測定を行い、最大吸気

圧(PImax)で吸気筋力を評価し、漸増吸気負荷テスト

での総呼吸数(TRN)で呼吸筋持久力を評価した。 

 

3. 結果と考察 

PImax は、トレーニング前後で両群に有意な増加が

みられたが、増加率は IMLET 群が ET 群と比較して

有意に大きく、IMLET によって吸気筋力が向上した

ことが示唆された。TRNは、IMLET群のみでトレーニ

ングによって有意に増加し (Fig 1)、呼吸筋持久力

が向上したことが示唆された。運動パフォーマンス

の指標である運動

継続時間は、両群

で有意に増加した

が、増加率につい

て有意差はみられ

なかった。一方で、

VO2peakは、IMLET群

のみ有意な増加を

示した。ΔDeoxy-

Hbは、IMLET群の

みでトレーニング

後はトレーニング前と比較して有意に低値を示し

(Fig 2)、IMLETによって運動中の呼吸筋酸素動態が

改善したことが示唆された。また、呼吸筋酸素動態

の改善は特に高強度でみられ、IMLET によって呼吸

筋疲労が遅延したことと関連する可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 結論 

 本研究で行った IMLETは、1)呼吸筋力及び呼吸筋

持久力の向上、2)運動中の呼吸筋酸素動態の改善が

みられた。 


